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研究成果の概要（和文）：小学3年～6年生まで約500名の音声・書字言語の発達をパソコンやプリント課題を用いて縦
断的に追跡した結果、読み書きと聴覚的理解との発達的関係は強いことが分かった。また、小6時における読み書きや
聴覚的理解を低学年の「短文理解」が最も予測すること、重回帰式の残差が大きなマイナスとなった子どもの背景には
言語の弱さ、落ち着きのなさなどが認められた。さらに、小6に対する小2時の判定は、感度66.7%、特異度88.6％、陽
性的中率33.3％、陰性的中率96.8％であり、低学年で読みに躓きがあった子どもの3人に一人は小6でも言語に躓きが認
められた。今後も判定精度や問題の持続の背景などを検討する。

研究成果の概要（英文）：A large cohort (n=500) of children was followed from 8 to 12 years of age to study
 spoken and written language development. There was a strong relationship between listening comprehension 
for spoken language, and reading comprehension and sentence completion for written language. A stepwise mu
ltiple regression analysis revealed that written passage comprehension at grade 2 was the strongest predic
tor for both spoken and written language at grade 6.  Differences in the residual errors of children with 
reading problems indicated that language weakness and behavioral problems also affected their performance 
at grade 6. Analyses of sensitivity and specificity yielded 67 % and 87% respectively, and the positive an
d negative-predictive values were 33% and 97% respectively, indicating that one in three 2nd graders with 
reading problems continue to be affected. Further analyses on why there are differences in continuing lang
uage problems during later school years will be conducted.
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１．研究開始当初の背景 
近年、音読がたどたどしく、字が読める

ようにならないディスレキシアタイプの読

み困難(RD)が着目されている。しかし、読

みの問題は音読だけではない。音読はでき

るものの読んだ内容が理解できない子ども

も読字の本来の目的である情報・知識を得

ることができないという意味では明らかに

読字困難（print disabilities）である。英語

圏では 7～11 歳児の 10～15％（Yuill & 

Oakhill, 1991）に読解困難が認められ、語

彙や文法など話しことばに問題がある

（Nation et al., 2006）ことが示唆されてい

るが、音読ができるために担任に気づかれ

にくく、日本では実態がよく分かっていな

い。しかし、学年が上がるに従い、教科学

習に読解力が要求され、深刻な躓きの原因

となることは明らかであり、読みを音読と

読解の 2面から捉えた調査が必要である。 

 
２．研究の目的 

読みを音読と読解の２つの側面から捉

える The Simple View if Reading (Gough 

& Tunmer, 1986)モデルに基づくと、基盤

研究（課題番号 1730203）「学習障害児早

期発見のためのスクリーニング法開発の

ための縦断研究」の対象児である５歳を

含めた通常学級在籍小２児童（632 名）の

約 11％が読み困難を呈することが分かっ

た（田中ら、2009）。本研究では、同対象

児をさらに４年間追跡し、読み困難の実

態やその発達的変化を調べるとともに、

幼児期・低学年における認知・言語能力

と高学年の読みとの予測的関係性や、読

み困難児と健常児とで異なる認知・言語

的側面などの分析に基づいて、音読・読

解困難の認知・言語的要因を明らかにし、

読み困難の早期発見・支援法を検討する

ことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
（1）対象児 
北海道中標津市、栃木那須塩原市、横越市の
３市の６校が調査協力を得、表１の対象児に
ついて追跡調査を実施した。 
表１．対象児数 

学年 全体数 男 女 

３ 542 274 268 

４ 546 287 259 

５ 545 277 268 

６ 562 285 277 

 
（2）実施課題 
①口頭言語 

音読・読解困難の認知・言語的要因のなか

でも聴覚的理解および言語表出の発達を調査

することを目的とし、子どもに個別に実施で

きる PC プログラムを開発、作成した。具体

的な課題内容としては以下の通りである。内

容、出題数は学年に応じて多少変動がある。

子どもの作業時間としては 1人約 30分程度。 

1）理解語い；PVT-R（絵画語い発達検査）よ

り抜粋 

2）短文の聞き取り理解；OWLS (Oral and 

Written Language Scale) の Listening 

Comprehension課題（受動態、時制、時系列、

水量など）の応用 

3）文意の聞き取り； CELF-4 (Clinical 

Evaluation of Language Foundation-4thed.) 

の応用 

4）熟語の読み；1，2 年生で習った漢字を用

いた熟語 

5）文章の詳細な聞き取り；説明文・物語文各

1文 

6）復唱；田中ビネー、失語症検査より抜粋 

7）文の完成；OWLSの Language Expression

課題の応用 

8）動画の口頭説明 



図１ 2）の練習用課題（聞こえてきた文に合
う絵をクリックする） 
 

 
図２ 5）の回答用画面。先に聞いた説明文に
合う内容を選択肢から選ぶ。選択肢も呈示時
には読み上げられている。 

 
図３ 7）文の完成課題。絵に合った説明文が
途中まで流れ、その後を子どもが引き継ぎ、
マイクに向かって言語表出する。 
 
②書字言語 

子どもの読み書き能力の側面を調査するた

め、独自にプリント課題を作成した。具体的

な内容は以下の通りであり、内容や出題数に

ついては学年に応じて多少変更があった。子

どもの作業時間としては約 30分程度。 

1）文の完成；動詞、名詞、動詞活用 

2）文意の読み取り 

3）文章の詳細な読み取り；説明文、物語文の

両方 

4）比喩表現の理解 

5）4コマ漫画の説明 

6）熟語を意味から選択 
 

（3）実施方法 
①PC 課題の実施 

前述（2）－①の課題を USBにパッケージ

し、各小学校の PC ルームで 1 回につきクラ

スの半数程度にあたる 15 名程度ずつ実施し

た。子どもの反応は全て USBに還元されるよ

うプログラムを組んだ（したがって学校の PC

には何ら痕跡は残らない）。子どもたちはそれ

ぞれ各自が PC 前に着席し、マイク付のヘッ

ドセットを装着の上課題に取り組んだ。実施

に際しては、子どもたちがお互いの音声等、

課題を妨げないよう、隣同士の間隔を空ける

など配慮した。 

図４ PC 課題の実施風景。 
 
②プリント課題の実施 

前述（2）－②のプリントを、各教室で担任に

実施してもらった。前項で述べたように、PC

課題はクラスのおよそ半数程度が PC ルーム

で実施する形態としたため、待機している児

童にプリント課題を実施してもらうようにし

た。 

 

③個別面談 

担任との話し合いや PC 課題およびプリン

ト課題の結果に応じて、読み書きの側面で何

かしら困難さがみられる子どもをリストアッ

プした。保護者の了解を得た上で、子どもた

ちの特性を掘り下げるために、研究代表者お

よび協力者が個別に面談を実施した。具体的

な内容は主に以下の通りである（学年に応じ

て多少の変動あり）。 

・標準化知能検査 

・聴写課題 

・教科書音読、内容理解についての確認等 
 



４．研究成果 

（1）小 6における課題間の関係  

 読み書きと聴覚的理解の発達的関係は強く、

小 6 における読み書きテスと聴覚的理解の成

績は、高い相関関係（r=0.77 p<.000）にあ

り、書きことばと話しことばとは強く関連す

ることが明らかになった。 

 

（2）小 2と小 6との成績の相関 

 小 2では、「語の認知」「短文理解」「有意味

語聴写」「無意味語聴写」「漢字聴写」を含む

読み書きテストを実施した。それらの結果と

小 6 での読み書きテストや聴覚的理解の成績

との相関を表 2に示す。小 2のどの課題も小

6 の読み書きや聴覚的理解と有意な関係が認

められた。 
 

表 2．小 2 の読み書きテストの成績と小 6

の課題成績との相関 

小 2 

読み書き 

小 6  

読み書き p値 聴覚的理解 p値 

語の認知 0.46 .000 0.41   .000 

短文理解 0.69  .000 0.66   .000 

有意味語聴写 0.41  .000 0.33   .002 

無意味語聴写 0.39  .000 0.31   .003 

漢字聴写 0.37  .000 0.42   .000 

下図は小 2の読み書きテスト総合点と小 6の

読み書き、聴覚的理解の相関図である。

 

 

図６．小２総合点と小６聴覚的理解 

 

（3）小 2における読み書き能力の予測性 

 従属変数を小 6 の読み書きテストや聴覚的

理解の成績、独立変数を小 2 の「語の認知」

「短文理解」「有意味語聴写」「無意味語聴写」

「漢字聴写」とするステップワイズ法による

重回帰分析を行った（表 3）。小６の読み書き

テストの重回帰式の独立変数には小 2 の「短

文理解」（P<0.001）が選択された。小 6の聴

覚的理解の重回帰式の独立変数には小２の

「短文理解」（P<0.001）と「漢字聴写」

（P=0.023）が選択された。 

このように、小 6 の書字・音声言語能力を最

も予測するのが小２時の「短文理解」である

ことが分かった。 

 

表 3 ステップワイズ重回帰分析結果 

従属変数 読み書き 

調整済決定係数  0.467  

推定値の標準誤差  6.753  

独立変数 偏回帰
係数 

標準偏回帰
係数 

P値 

切片 23.060 0 0.000* 

2年語の認知 ― ― ― 

2年文の理解 2.408 0.688 0.000* 

2年聴写有意味 ― ― ― 

2年聴写無意味 ― ― ― 

2年聴写漢字 ― ― ― 

 

 

 

図５．小２総合点と小６読み書き 



従属変数 聴覚的理解 

調整済決定係数  0.457  

推定値の標準誤差  5.493  

独立変数 偏回帰
係数 

標準偏回帰
係数 

P値 

切片 14.983 0.000 0.000* 

2年語の認知 ― ― ― 

2年文の理解 1.647 0.853 0.000* 

2年聴写有意味 ― ― ― 

2年聴写無意味 ― ― ― 

2年聴写漢字 0.653 0.200 0.023 

 

(4) 残差（予測値と実績値の差）の検討 

 求めた重回帰式の残差から小 2 で読み書き

習得に躓いていた子ども 7 名がどのように変

化したかを検討した。表 4 にあるように予測

値とあまり変わらない（１～３）、予測値より

成績が良い（５，７）、予測値より成績が低い

（４，６）タイプに分かれた。特に、小 2 時

の短文理解の点数が中央値にあった子ども（4

～6）にプラスまたはマイナスの変化が大きい

ことが分かった。さらに、実績が予測値を大

きく下回った子どもは、幼児期から言語の遅

れが指摘されていた、落ち着きのなさが認め

られたなどの報告があった。今後は、聴覚的

理解の残差も含めてさらに検討する。 

 

表 4．小２で読み書きに問題があった 7 名

の残差 

 

対象児 

小２ 
短文理解 

小６読み書きテスト 

予測値 
実際の
成績 

予測誤差 

１女児 6 37.5 37 -0.5 

２男児 ７ 39.9 40 0.1 

３女児 8 42.3 41 -1.3 

４男児 9 44.7 33 -11.7 

５男児 10 47.1 56 +8.9 

６男児 11 49.6 35 -14.6 

７男児 11 49.6 55 +5.4 

 

(5) 小 6 に対する小２での判定についての検

討：感度、特異度、陽性的中率、陰性的中率 

小 2 の時点で実施した躓きの有無の判定と、

小 6 の聴覚的理解の成績での判定結果と照ら

し合わせると、表 5にあるように、感度 66.7％、

特異度 88.6％、陽性的中率 33.3％、陰性的中

率 96.8％となった。小 2で読み書きに問題が

あると判定された 3人に一人は 6年生になっ

ても問題が持続していることになる。今後、

小２や小 6 における判定方法や躓きの発見の

精度、問題の持続の背景についてさらに検討

する。 

 

表 5.小 2時の判定の感度、特異度、陰性的中

率、陽性的中率 

項目 ％ 

感度 66.7 

特異度 88.6 

陽性的中率 33.3 

陰性的中率 96.8 
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